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拠点名　：　鶴岡メタボロームクラスター　産学官共同研究拠点

慶應義塾大学先端生命科学研究所の卓越したメタボローム解析技術を柱としたこれまでの産学共同研究プロジェ

クトの成果を踏まえ、本拠点の活用により、新薬創造や難病発症メカニズム解明等、市場性や競争優位性の面で

有望な研究開発をさらに推進するとともに、多様な産業分野における産業創出、地域活性化を図る。

メタボローム解析は、医薬、食品、環境などの産業分野に極めて有用な方法論であり、メタボローム技術の移転、

共同研究開発を促進し、このリソースをさらに発展させた産業のイノベーションを実現する、また、県内研究機関

等との地域貢献可能な医療・農業・食品分野の共同研究を推進し、地域産業振興、地域活性化を図る。

官：山形県、鶴岡市

学：慶應義塾大学

産：山形県工業会

山形県企業振興公社、山形県産業技術振興機構、庄内産業振興センター

◎事業運営委員会 

　　　　　　曽我　朋義　（慶應義塾大学先端生命科学研究所　教授）

　　　　　　白石　幸男　（慶應義塾大学先端生命科学研究所　事務長）

　　　　　　矢口　　清　（山形大学　渉外部社会連携・図書・情報課長）

　　　　　　安達　健三　（山形県工業会（山形県中小企業団体中央会事務局長））

　　　　　　工藤　誠　　（財団法人山形県企業振興公社　理事（兼）経営支援部長）

　　　　　　軽部　毅靖（財団法人山形県産業技術振興機構　技術部長）

　　　　　　小林　時男　（財団法人庄内地域産業振興センター　総務・企画担当課長）

　　　　　　秋場淳一郎　（山形県商工観光部工業振興課　科学技術政策主幹）

　　　　　　髙橋　健彦　（鶴岡市企画部　政策推進課長）

山形県商工観光部工業振興課

　　住所：山形市松波 2－8－1

　　Tel.023－630－2312

◎拠点設置場所

　　鶴岡市先端研究産業支援センター

　　住所：鶴岡市覚岸寺字水上 246 番 2

　　Tel. 鶴岡市企画部政策推進課　0235-25-2111（内線 528）

多方面へ応用可能なメタボローム解析技術を核とした産学官連携による共同研究を推進し、優位性の高いシーズの

事業化・実用化、地域のシーズ発掘を目指し、次の共同研究を行う。

　・医療・健康産業への利用に関する研究開発

　　　　創薬に関する研究開発：新種の抗癌剤の開発

　　　　各種疾患のバイオマーカー探索及び臨床検査キットの開発：唾液・血液に含まれるメタボロームの解析に

　　　　よる各種がん、肝臓疾患、腎臓疾患、糖尿病、アルツハイマー等のバイオマーカー探索

　　　　メタボローム解析技術のグローバルスタンダードに向けた研究開発：CE-MS 法の精度向上に関する研究

　・環境・資源・エネルギー産業への利用に関する研究開発

　　　　次世代エネルギーの実用化に関する研究開発：緑藻を用いたバイオ燃料の研究

　・農業・食品産業への利用に関する研究開発

　　　　地域農産物の高付加価値化を目指した研究開発：ダダチャ豆の保存方法・育種に関する研究、イネの育種

　　　　に関する研究、庄内柿・庄内メロンの機能性に関する研究

全体構想：

期待される地域活性化

主な共同研究開発課題

提案機関：

参画機関：

運営体制：
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慶應義塾大学先端生命科学研究所
（世界最先端のメタボローム解析を中心としたバイオ研究）

大学発の企業
創出

現在、ベンチャー
企業２社が設立

医療バイオ

・バイオマーカー
探索、がん、糖尿
病などの研究
・スーパー特区に
国立がんセンタ
ーなどと採択

環境バイオ

・緑藻を用いた
バイオ燃料開発
・バイオリーチング
技術の開発

食品バイオ

・ビール酵母開発
・機能性成分探索
による農作物の
２次利用など

地域との協働

市民講座の開催
地元高校生等と
の様々な交流

鶴岡メタボロームクラスター産学官共同研究拠点 全体イメージ

産学官連携拠点拠点の役割
①メタボローム解析技術の創薬等医療分野への応用展開の推進
②競争優位性確保のための研究開発の促進及び研究環境の整備・充実
③メタボローム専門人材の育成
④県内産業界におけるメタボローム関連の事業化促進
⑤関連企業・研究機関の創出・立地促進

バイオ関連の新産業創出・産業活性化

・抗がん剤製造企業など関連企業・研究機関の
立地・事業化
・iPS 細胞を用いた再生医療産業や緑藻類から
のオイル生産等バイオ関連産業の創出・立地

世界トップのバイオ研究拠点の形成

・創薬と医療分野の産学官共同研究の飛躍的拡大
・世界トップ拠点としての競争優位性確保のための
研究開発の促進
・メタボローム専門人材の育成及び人事交流による
技術移転促進

地域産業振興、地域活性化

・県内産業界のメタボローム関連の事業化が促進
農産物の新品種開発・食品加工開発
医工連携分野への進出
医薬品製剤製造業の新たな展開

これまでの取組と成果

○山形県工業会

○メタボローム産業戦略
協議会
バイオ関連企業、銀行等
１９団体で構成

○共同研究の実施
※これまでの実績
日東ベスト
JA鶴岡
国立がんセンター
（独）理化学研究所
ミツカン
味の素
三菱ウェルファーマ
アジレント・テクノロジー
中外製薬
キリンビール
デンソー

○財政支援
県・鶴岡市で１００億円
以上の研究支援を実施

○県試験研究機関との
共同研究
県農業総合研究センター、
工業技術センター等との
食品分野の共同研究

○鶴岡市の支援
・インキュベーション施設
の整備
・平成23年度中に拠点
整備事業に併せ拡張

・産学官連携拠点の運営
予定

産業界 山形県・鶴岡市

課題
・世界トップのメタボローム拠点としての競争優位性確保
・研究拠点機能の充実
・企業等立地や事業化への支援

慶應メタボロームコンソーシアム

慶應義塾大学 知的資産センター
慶應義塾大学 研究推進センター

産学官連携支援医薬産業

山形県、鶴岡市

官

疾患、がんマーカー、創薬、
抗がん剤、診断キット、iPS
を用いた再生医療開発

慶大先端研

測定法、データ解析、
標準物質、データベース開発

、

大学、研究機関、
企業

参加機関
、

米 Michigan大、UCLA、UCSD、Agilent社
蘭 Laiden大、独Max Planck Inst.
チリ Bio Sigma  S.A.等

国際協力機関

プラットフォーム開発

環境・エネルギー産業

バイオ燃料開発
CO2消費軽油生産緑藻

低炭素革命

健康長寿

食品・農業産業

ビール酵母、機能性成分、
病害、乾燥等に強い品種開発
食の安全性確認

農業革命

地域産学官共同研究拠点
メタボローム研究開発センター

メタボローム解析技術によるイノベーション・産業創出ビジョン

①バイオマーカーによるがん、疾病の早期診断、抗がん剤、創薬開発、iPS細胞を用いた再生医療などの医
薬産業創出による健康長寿社会の実現

②二酸化炭素を消費し、軽油を生産する緑藻を用いたバイオ燃料などの産業創出による低炭素革命の実現

③機能性成分を活用した農作物・食品、病害などに強い農作物、安全で健康に資する食品の評価法の開
発などによる農業革命の実現

鶴岡メタボロームクラスター産学官共同研究拠点施設

メタボローム解析装置 ( イオン性物質・中性物質 ) メタボローム解析装置 ( 超高感度解析 ) 核磁気共鳴装置


